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雑
誌

「
蒙

疆
文

学
」

(
日

本
語

版
)目

次
(
下

)

自
一

九
四

二
年
六

月
至
一

九
四

四
年

八
月

阿
莉

塔
A

r
i

t
a

凡
例

一
、
本
資
料
紹
介
は
、
第
一
回
（
「
雑
誌
「
蒙
疆
文
学
」
(
日
本
語
版
)
解
説
及
び

目
次
(
上
)
」
、
「
九
大
日
文
」

）
及
び
第
二
回
（
「
雑
誌
「
蒙
疆
文
学
」
（
日
本

05

語
版
）
目
次
（
中
）
」
、
「
九
大
日
文
」

）
に
引
き
続
き
、
第
三
回
と
し
て

06

創
刊
号
と
第
一
巻
第
三
号
の
目
次
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
資
料
紹
介
は
、
高
橋
新
太
郎
文
庫
（
ネ
ッ
ト
上
の
文
庫
）
所
蔵
の
創

刊
号
及
び
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
所
蔵
す
る
第
一
巻
第
三
号
の
原
本

を
元
に
作
成
し
た
。

三
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
調
査
範
囲
は
、
日
本
国
内
の
図
書
館
・

文
学
館
・
資
料
館
・
一
部
の
専
門
図
書
館
・
個
人
文
庫
・
新
刊
書

店
・
古
書
店
や
中
国
の
国
家
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
一
部
の
図
書

館
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
現
段
階
で
の
調
査
で
は
、
「
蒙
疆
文
学
」
は

合
計
三
巻
一
九
冊
ま
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
具
体
的
に

は
、
第
一
巻
は
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
六
冊
で
、
第
二
巻
は
第

一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
九
冊
で
、
第
三
巻
は
第
一
・
二
号
（
合
併

号
）
か
ら
第
五
号
ま
で
の
四
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
巻
第
三
号

は
未
見
で
あ
る
。
な
お
、
今
後
、
未
見
本
と
終
刊
号
の
所
蔵
に
つ
い

て
判
明
し
た
次
第
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

四
、
旧
字
体
は
す
べ
て
新
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
旧
仮
名
遣
い
の
ま

ま
と
し
た
。

五
、
奥
付
け
発
行
年
は
す
べ
て
西
暦
と
し
た
。

六
、
作
品
名
・
著
者
名
・
頁
数
は
、
目
次
を
基
準
と
し
た
。
た
だ
し
、
本

文
の
表
記
と
違
う
場
合
は
、
そ
の
都
度
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

七
、
＊
は
編
者
の
注
記
を
表
す
。

第
一

巻
第
一
号

一
九

四
二

年
六
月

一
日

発
行

表
紙
（
一
）
（
＊
口
絵
な
し
）

表
紙
（
二
）

目
次

蒙
疆
文
学
に
つ
い
て
（
＊
評
論
）

長
浜
連

四
～
八

詩

習
作

緒
方
禾

一
〇
～
一
一

（
＊
本
文
で
は
副
題
「
―
新
体
詩
の
韻
律
に
よ
る
―
」
と
表
示
）

素
描
の
立
体
図

南
春
夫

一
二
～
一
三

振
り
上
げ
た
斧
を
打
ち
を
ろ
せ

―
蒙
疆
文
芸
懇
話
会
結
成
―

南
春
夫

一
四
～
一
五

（
＊
こ
の
作
品
名
は
目
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
に
拠
る
）

落
日
の
祈
祷

浅
地
央

二
二
～
二
三

(
＊
本
文
で
は
副
題
｢
―
貝
子
廟
所
見
―
｣
と
表
示
)



世
紀
の
戦
ひ
は
今
始
ま
つ
た

泉
徹
夫

二
四
～
二
五

(
＊
本
文
で
は
副
題
｢
―
対
米
英
宣
戦
布
告
を
手
に
し
て
―
｣
と
表
示
)

オ
ル
ド
ス
（
＊
短
評
）

九

杜
甫
の
雨
情
（
＊
詩
評
）

小
池
秋
羊

一
六
～
二
一

創
作縁
あ
る
衆
生

石
塚
喜
久
三

二
六
～
四
二

花
ぐ
も
り

赤
塚
欣
二

四
三
～
五
二

演
劇
部
の
発
足
に
就
て
（
＊
短
文
）

赤
塚
欣
二

四
二

表
紙
（
三
）
（
＊
「
編
集
後
記
」
署
名
赤
塚
、
奥
付
）

表
紙
（
四
）
（
＊
広
告
）

第
一
巻

第
三
号

一
九

四
二

年
九

月
二
一

日
発

行

表
紙
（
一
）
（
＊
口
絵
な
し
）

表
紙
（
二
）
（
＊
「
蒙
疆
文
学
」
同
人
名
簿
）

ポ
ス
タ
ー

目
次

蒙
古
政
府
成
立
三
周
年
記
念
特
輯

四
色
旗
翻
え
る
日
（
＊
随
筆
）

浅
地
央

五
～
七

蒙
古
政
府
三
周
年
を
迎
へ
て
（
詩
）

南
春
夫

八
～
九

肇
建
の
人
々
（
＊
随
筆
）

長
浜
連
（
絵
・
高
玉
輝
雄
）
一
〇
～
一
五

張
家
口
三
年
（
＊
随
筆
）

赤
塚
欣
二

一
六
～
一
九

蒙
疆
文
学
賞
・
民
族
歌
謡
入
選
決
定

二
八
～
二

詩

哀
し
き
歌

泉
徹
夫

二
二
～
二
三

（
＊
本
文
で
は
副
題
「
―
Ｎ
君
の
死
を
悼
み
て
―
」
と
表
示
）

国
防
色
に
寄
す

菊
池
重
雄

二
四
～
二
五

（
＊
本
文
で
は
著
者
「
菊
地
重
雄
」
と
表
示
）

燃
え
散
り
し
花
を
求
め
ぬ

岡
野
青
志

四
五

清
河
の
映
像

後
藤
靜
穂

四
八

土
松
本
ま
さ
ゆ
き

四
八

オ
ル
ド
ス
（
＊
短
評
）

二
〇
～
二
一

蒙
疆
文
学
賞
・
作
品
募
集

二
六
～
二
七

蒙
疆
美
術
協
会
小
品
展
評
（
＊
評
論
）

四
九

演
劇
部
報
（
＊
短
文
）

新
井
完
造

二
四
～
二
五

俳
句

木
戸
帰
城
子
・
金
子
蟹
石

四
八

（
＊
作
品
名
は
目
次
に
も
本
文
に
も
未
表
示
）

ソ
ニ
ツ
ト
通
信
（
第
一
報
）
（
＊
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）

林
正
盛

三
〇
～
三
二

移
動
す
る
女
学
校
（
＊
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）
山
岡
寛
章

三
三
～
四
五

（
＊
本
文
で
は
副
題
「
―
蘇
尼
特
右
旗
女
子
家
政
実
験
学
校
に
就
て
―
」
と
表
示
）

短
歌驟
雨

神
林
節

四
六

楡
若
葉

山
口
智
恵

四
六

黄
昏

高
野
た
け
し

四
七

八
月
の
記
録

二
三

回
覧
板

二
四

創
作う
た
か
た
の
挿
話

青
木
啓

五
〇
～
五
七



幻
影

浅
井
彰
夫

五
八
～
六
二

表
紙
（
三
）
（
＊
「
編
集
後
記
」
署
名
赤
塚
欣
二
、
奥
付
）

表
紙
（
三
）
（
＊
広
告
）

附
記

「
蒙

疆
文
学

」
同

人
の
変
遷

同
人
名
簿
に
つ
い
て
、
「
蒙
疆
文
学
」
誌
上
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
た
の

は
二
回
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
途
中
で
加
入
し
た
同
人
に
つ
い

て
、
「
編
輯
後
記
」
で
紹
介
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
末
期
に

な
る
と
、
同
人
の
入
れ
替
え
や
減
少
が
著
し
か
っ
た
た
め
、
同
人
の
正
確

な
情
報
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
殆
ど
さ
れ
て
い
な
い
。

第
一
巻
第
二
号
現
在
で
は
、
次
の
二
三
人
の
メ
ン
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

石
塚
喜
久
三
、
泉
徹
夫
、
稲
葉
正
夫
、
林
正
盛
、
筈
見
武
夫
、
二
位
原

経
清
、
沼
田
英
一
、
大
平
俊
久
、
岡
土
筆
、
緒
方
禾
、
高
市
英
夫
、
高
瀬

源
一
、
長
浜
連
、
後
藤
静
男
（
＊
同
号
本
文
で
は
「
後
藤
静
雄
」
と
表
示
）
、
青

木
啓
、
赤
塚
欣
二
、
浅
井
彰
夫
、
浅
地
央
、
菊
地
重
夫
、
木
沢
瑜
、
南
春

夫
、
白
波
利
典
、
鈴
木
知
己
。

一
方
、
蒙
疆
文
芸
懇
話
会
の
幹
事
長
を
務
め
た
小
池
秋
羊
は
、
戦
後
「
『
蒙

疆
文
学
』
そ
の
こ
ろ
」
（
『
思
出
の
内
蒙
古

内
蒙
古
回
顧
録
』
ら
く
だ
会
本
部
、
一

九
七
五
年
一
一
月
）
と
い
う
回
想
に
お
い
て
、
創
刊
時
の
同
人
と
し
て
次
の

二
〇
名
を
挙
げ
て
い
る
。

石
塚
喜
久
三
、
泉
徹
夫
、
稲
葉
正
夫
、
筈
見
武
夫
、
大
平
一
夫
、
緒
方

禾
、
高
市
英
夫
、
高
瀬
源
一
、
高
島
喜
久
夫
、
青
木
啓
、
赤
塚
欣
二
、
浅

井
彰
夫
、
浅
地
央
、
菊
地
重
夫
、
南
春
夫
、
鈴
木
知
己
、
小
池
秋
羊
、
沼

田
英
一
、
高
野
た
け
し
、
丹
沢
望
。

小
池
の
回
想
に
は
、
前
述
し
た
二
三
名
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
メ
ン

バ
ー
「
大
平
一
夫
、
高
島
喜
久
夫
、
高
野
た
け
し
、
丹
沢
望
、
小
池
秋
羊
」

の
名
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
本
誌
は
、
創
刊
二
ヶ
月
後
の
一
九
四
二
年
八
月
、
蒙
疆
短
歌
会
を

吸
収
し
そ
れ
を
蒙
疆
文
芸
懇
話
会
短
歌
部
と
名
付
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

同
人
の
人
数
が
急
増
し
た
。
拡
大
後
の
同
人
名
簿
は
九
月
号
（
第
一
巻
第
三

号
）
に
掲
載
さ
れ
、
左
記
四
三
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

伊
知
原
幸
一
（
＊
巻
号
に
よ
り
伊
知
原
甲
一
、
伊
知
原
孝
一
と
書
く
場
合
も
あ
る
）、

石
塚
喜
久
三
、
泉
徹
夫
、
稲
葉
正
夫
、
筈
見
武
夫
、
林
正
盛
、
林
田
芳
人
、

二
位
原
経
清
、
沼
田
英
一
、
音
尾
秀
夫
、
落
合
郁
郎
、
大
久
保
勳
、
大
江

新
、
大
平
俊
久
、
岡
土
筆
、
岡
野
青
志
、
緒
方
禾
、
神
林
節
、
横
沢
宏
、

高
市
英
夫
、
高
玉
輝
雄
、
高
野
た
け
し
、
高
山
和
夫
、
高
島
喜
久
夫
、
中

村
洋
子
、
長
浜
連
、
牛
村
義
雄
、
山
口
智
恵
、
八
島
甫
、
安
武
と
ど
む
、

小
谷
昌
毅
、
後
藤
静
穂
、
青
木
啓
、
赤
塚
欣
二
、
浅
井
彰
夫
、
浅
地
央
、

亜
島
花
二
（
＊
巻
号
に
よ
り
亜
島
莊
二
と
書
く
場
合
も
あ
る
）、
菊
池
重
夫
（
＊
巻

号
に
よ
り
菊
池
重
雄
と
書
く
場
合
も
あ
る
）、
南
春
夫
、
宮
地
信
人
、
白
波
利
典
、

平
沢
高
美
、
鈴
木
知
己
。

（
下
関
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
)


